
資
料
紹
介 

国
分
直
一
か
ら
寺
師
見
國
へ
の
手
紙 

 

竹 

森 

友 

子 
 

  

 

は
じ
め
に 

 

鹿
児
島
県
歴
史
・
美
術
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
逝
去
す
る
昭
和
三

十
四
（
一
九
五
九
）
年
ま
で
鹿
児
島
県
の
考
古
学
に
大
き
な
力
を
尽
く
し
た
医
者
で
考
古
学

者
の
寺
師
見
國
が
調
査
・
採
集
・
発
掘
し
た
考
古
資
料
や
、
発
掘
調
査
の
メ
モ
、
蔵
書
、
書

簡
な
ど
二
万
点
余
り
が
寄
贈
さ
れ
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
館
は
、
南
種
子
町
所
在
の
広
田
遺

跡
の
出
土
貝
製
品
な
ど
二
一
二
六
点
を
所
蔵
す
る
が
、
広
田
遺
跡
の
第
一
次
～
三
次
調
査
に

た
ず
さ
わ
っ
た
の
が
国
分
直
一
で
あ
る
。
今
回
は
、
氏
が
寺
師
見
國
へ
宛
て
た
手
紙
四
通
の

う
ち
二
通
を
紹
介
し
た
い
。 

 一 

国
分
直
一
に
つ
い
て 

 

国
分
直
一
（
一
九
〇
八
―
二
〇
〇
五
年
）
は
東
京
市
に
生
ま
れ
、
父
の
仕
事
の
関
係
で
そ

の
年
の
内
に
渡
台
し
、
大
学
三
年
間
を
除
き
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
ま
で
台
湾
で
過

ご
し
た
。
大
学
は
京
都
大
学
史
学
科
で
、
国
史
を
専
攻
（
昭
和
五
年
入
学
同
八
年
卒
業
）
し

て
い
る
。
京
都
大
学
で
は
西
田
直
二
郎
・
喜
田
貞
吉
・
三
品
彰
英
ら
の
講
義
を
聴
き
民
族
学
・

民
俗
学
へ
の
関
心
を
強
く
し
た
が
、
本
格
的
に
考
古
学
や
民
俗
学
の
調
査
を
行
う
よ
う
に
な

る
の
は
、
昭
和
十
八
年
に
台
北
師
範
学
校
本
科
教
授
と
し
て
任
用
さ
れ
、
台
北
帝
国
大
学
医

学
部
の
金
関
丈
夫
の
研
究
室
に
入
り
浸
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
台

湾
中
・
北
部
の
先
史
遺
跡
の
調
査
を
進
め
、
同
二
十
年
に
は
金
関
と
共
に
台
北
市
郊
外
の
巨

石
遺
跡
を
発
掘
し
て
い
る
。
民
俗
学
的
調
査
と
し
て
は
、
台
北
盆
地
の
閩
族
系
農
家
や
桃
園

台
地
の
客
家
系
農
家
な
ど
の
調
査
を
台
北
師
範
学
校
本
科
の
学
生
同
志
と
行
っ
て
い
る
。 

昭
和
二
十
四
年
八
月
に
日
本
に
帰
国
し
、
同
二
十
六
年
九
月
に
は
鹿
児
島
県
の
指
宿
高
等

学
校
教
諭
に
任
用
さ
れ
た
。
赴
任
し
た
翌
年
の
夏
に
は
、
今
和
泉
渡
瀬
遺
跡
（
八
月
一
～
三

日
）、
種
子
島
・
屋
久
島
の
先
史
遺
跡
（
八
月
二
十
一
～
二
十
三
日
）、
山
川
遺
跡
（
九
月
二

十
一
～
二
十
三
日
）
と
精
力
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
で
考
古
学
の
調
査
研
究

を
共
に
し
た
の
が
、
寺
師
や
三
友
国
五
郎
・
河
口
貞
徳
・
盛
園
尚
孝
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

赴
任
の
翌
月
に
は
指
宿
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
を
組
織
し
、『
薩
南
民
俗
』
を
創
刊
し
て
民
俗

の
採
集
を
始
め
、
小
野
重
朗
や
重
久
十
郎
を
見
出
し
た
。
同
二
十
九
年
に
は
農
林
省
水
産
講

習
所
助
教
授
と
し
て
任
用
さ
れ
鹿
児
島
県
を
離
れ
た
が
、
そ
の
後
も
広
田
遺
跡
や
面
縄
第
二

貝
塚
（
伊
仙
町
）、
一
湊
遺
跡
（
上
屋
久
町 

現
屋
久
島
町
）、
成
川
遺
跡
（
山
川
町 

現
指

宿
市
）
な
ど
主
に
南
西
諸
島
や
南
薩
の
遺
跡
調
査
に
関
わ
っ
て
い
る
。 

今
回
紹
介
す
る
手
紙
は
、
山
川
遺
跡
や
広
田
遺
跡
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

二 

年
不
詳
六
月
二
十
四
日
付
の
手
紙 

 

（
一
）
本
文 

お
手
紙
拝
見
し
ま
し
た
。
金
関
先
生
か
ら
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
居
ま
し
た 

厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す 

た
ゞ
今
鏡
の
写
真
を
と
ら
し
て
い
ま
す
か
ら 

そ
れ
が
あ
き
ま
し
た
ら 

実
物
と 

写
真
を
つ
け
て 

お
送
り
申
上
げ
ま
せ
う 

明
日
か
ら 

大
晦
日
ま
で 

旅
行
に
出
ま
す
か
ら 

来
週
水
曜
日
頃 

（
１
） 

（
２
） （

３
） 

こ
く
ぶ 

な
お
い
ち 

か
な
せ
き 

た
け
お 

て
ら
し 

み
く
に 

お
も
な
わ 

い
っ
そ
う 
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荷
づ
く
り
し
て 

発
送
い
た
す 

手
は
ず
に
な
る
と
存
じ
ま
す 

尚 

山
川
遺
跡
に
つ
き
ま
し
て
は 

 
 

山
川
港
に
於
け
る
大
岩
崖
下
の
埋
葬
遺
跡 

 
 

―
東
南
ア
ジ
ア
に
於
け
る
崖
葬
と
の
関
連 

と
い
う
報
告
を
書
い
て
い
る
の
で
す
が
人
骨
に
つ
い
て
の
調
査
が
出
来
上
が
つ
て 

い
な
い
た
め
に 

本
夏 

金
関
先
生
の
所
で
し
ら
べ
た
上
で
骨
に
つ
い
て
の 

記
載
を 

明
瞭
に
し
て
か
ら
発
表
す
る
豫
定
で
あ
り
ま
す 

し
か
し 

大
体
の 

ラ
フ
な
こ
と
だ
け
で
も 

御
報
告
申
上
げ
て
お
き
ま
す 

 

一 

発
掘 

昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
日 

 

二 

場
所 

山
川
町
福
元 

石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
附
近 

 
 
 
 
 
 

巨
大
な
大
岩
崖
が
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
て
平
洞
窟
の 

状
況
を
示
し
て
い
る
場
所 

 

三 

発
掘
結
果 

表
層
か
ら
百
八
十
糎
の
深
さ
に
仰
臥
伸
展 

形
式
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た 

ほ
ゞ
東
西
の
方
向
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
が 

厳
密
に
い
う
と 

頭
位
は 

西
よ
り
南
え 

足
位
は 

東
よ
り
北
え 

 

四 

副
葬
品 

鏡
と
剣 

左
腕
と
上
体
の
間
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
も
の 

剣
は
す
つ
か
り
腐
食
し
て
い
た
が
僅
か
に
微
少
な
が
ら 

剣
身
を
示
す
部
分
が
鏡
の
上
に
残
存
し
て
い
た 

鏡
は
鏡
背
を
上
に
し
て
剣
は
そ
の
上
に
お
か
れ
て
い
た 

 

五 

そ
の
他
の
遺
物 

 
 
 
 
 

埋
葬
人
骨
直
上
の
層
中
に
は
祝
部
式
土
器
片 

が
発
見
さ
れ 

そ
の
下
に 

市
来
式
土
器
口
縁
が
え
ら 

れ
た 

人
骨
は
こ
れ
ら
遺
物
包
含
層
の
直
下
に
見
出
さ
れ
た 

そ
の
他
に
鹿
骨
製
の
用
途
不
明
骨
器 

及
び 

用
途
不
明
の
石
包
丁
形 

石
器
（
但
し
刃
部
形
成 

は
み
ら
れ
な
い
）
が
上
層
か
ら
出
土
し
て
い
る 

大
体
以
上
で
あ
り
ま
す 

資
料
の
発
送
は
写
真
の
都
合
よ
り 

来
週
に
な
り
ま
す
が 

状
況
の
御
報
告
を
さ
き
に
い
た
し
て
お
き
ま
す 

尚
御
高
教
と
御
指
導
を
い
た
だ
い
て
努
力
し
て
き
ま
し
た
末
の
論
文 

い
よ

〱
清
書
に
か
ゝ
つ
て
い
ま
す 

す
べ
て
か
く
の
如
き
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン 

に
て
御
迷
わ
く
か
け
る
こ
と
多
大
で
あ
り
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

尚 

種
子
島
の
発
掘
報
告
別
刷
り
を
お
と
ゞ
け
申
上
げ
ま
す 

台
湾
の
報
告
も
同
封
い
た
し
ま
す 

写真 年不詳六月二十四日付の手紙（一部） 
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種
子
島
の
曽
畑
遺
跡
を
中
心
と
し
た
報
告
は
私
が 

ひ
き
う
け
て
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
す 

が 

発
表
し
て
み
る
と 

色
々 

申
し
わ
け
な
い 

不
手
ぎ
わ
が
目
立
ち 

ま
す 

そ
れ
で
は
今
日
は
こ
れ
で
失
礼
い
た
し
ま
す 

六
月
二
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
分
直
一 

寺
師
見
国
先
生 

 

（
二
）
解
説 

山
川
遺
跡
と
あ
る
の
は
、
指
宿
市
山
川
福
元
所
在
の
福
元
洞
窟
遺
跡
の
こ
と
と
思
わ
れ
、

昭
和
三
十
年
に
「
鹿
児
島
県
山
川
港
に
於
け
る
崖
葬
」
と
し
て
国
分
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い

る
。
手
紙
に
は
昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
一
～
二
十
三
日
に
発
掘
し
た
と
あ
る
が
、
報
告
で

は
昭
和
二
十
七
年
に
な
っ
て
い
る
。
指
宿
高
等
学
校
教
官
重
久
十
郎
及
び
、
同
校
郷
土
研
究

部
所
属
の
学
生
達
が
参
加
し
て
発
掘
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。
報
告
に
「
鏡
は
寺
師
見
国
氏
に

よ
る
と
瑞
花
双
鷲
八
稜
鏡
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
手
紙
は

出
土
し
た
鏡
に
つ
い
て
所
見
を
求
め
た
手
紙
の
一
部
で
あ
ろ
う
。 

「
種
子
島
の
発
掘
報
告
別
刷
り
」
と
あ
る
の
は
『
考
古
学
雑
誌
』
三
九
巻
一
号
掲
載
の
も

の
と
思
わ
れ
、
「
種
子
島
の
曽
畑
遺
跡
」
と
は
、
曽
畑
式
の
単
一
遺
跡
で
あ
る
西
之
表
市
所

在
の
本
城
遺
跡
で
あ
ろ
う
。
雑
誌
が
発
行
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十
八
年
五
月
、
寺
師
は
瑞
花

双
鷲
八
稜
鏡
を
同
二
十
九
年
に
拓
本
付
き
で
紹
介
し
て
い
る
か
ら
、手
紙
が
書
か
れ
た
の
は
、

昭
和
二
十
八
年
も
し
く
は
同
二
十
九
年
で
あ
ろ
う
。 

 

三 

年
月
日
不
詳
の
手
紙 

  

（
一
）
本
文 

寺
師
先
生
御
無
沙
汰
い
た
し
て
い
ま
す 

か
な
り
前
に 

種
子
島
広
田
の
人
骨
の
身
長
に
つ
い
て 

お
た
づ
ね
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
最
近 

金
関 

先
生
に
お
会
い
し
ま
し
た
所 

縄
紋
人
の
平
均
身
長
と 

全
く
同
じ
だ
と
い
う
御
返
事
で
あ
り
ま
し
た 

弥
生
期
の 

身
長
と
し
て
は
低
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
存
じ
ま
す 

そ
れ
か
ら
二
、
三
年
前
大
口
市
で
考
古
学
会
が
ひ
ら
か
れ 

ま
し
た
時 

先
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
A
氏
が
も
た
ら 

さ
れ
た
と
い
う 

奄
美
大
島
本
島
出
土
の
磨
製
石
斧 

が
あ
ま
り
に
葦
北
の
磨
研
有
孔
石
斧
に
見
ら
れ
る
器 

形
に
酷
似
し
て
い
る
（
孔
は
な
く
と
も
）
こ
と
か
ら 

お
ど
ろ
い
た 

の
で
あ
り
ま
す
が 

そ
の
後 

種
子
島
広
田
で
葬
玉
形
式 

の
埋
葬
が
み
つ
か
つ
た
り
し
た
も
の
で
す
か
ら
い
よ
い
よ
関
連 

資
料
と
し
て
注
目
す
べ
き
だ
と
考
え
金
関
先
生
に
図
を 

お
送
り
し
た
の
で
す
（
あ
の
時
採
図
さ
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
）
が 

先
生
も
私
と
同
意
見
で
し
た 

そ
こ
で
A
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
の
石
器
の
出
土
地
名 

（
大
島
本
島
と
し
か
わ
か
つ
て
い
ま
せ
ん
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
が
）
が
も
し 

も
つ
と
く
わ
し
く
わ
か
る
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
ら 

す
ば
ら
し
い
と
存
じ
ま
す 

鹿
児
島
大
学
構
内
か
ら
鼎
脚
も
出
て
い
ま
す 

こ
れ
も
大 

き
な
問
題
と
な
り
そ
う
で
あ
り
ま
す 

 

※
個
人
名
に
つ
い
て
は
伏
せ
て
A
氏
と
し
た
。
ご
了
承
願
い
た
い
。
な
お
A
に
関
し
て
は
、
奄
美
大
島
本

島
に
A
名
称
未
定
遺
跡
が
鹿
児
島
県
遺
跡
分
布
地
図
に
存
在
し
て
お
り
、
地
名
と
人
名
を
間
違
え
た
可
能

性
が
あ
る
。 

 

（
二
）
解
説 

「
二
、
三
年
前
大
口
市
で
考
古
学
会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
時
」
と
あ
る
が
、
昭
和
三
十
年

の
十
一
月
に
大
口
小
学
校
で
考
古
学
会
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
、
同
三
十
二
年
も
し
く
は
そ

（
４
） （

５
） 

（
６
） 

（
７
） 

（
８
） 

（
９
） 

ず
い
か
そ
う
お
う
は
ち
り
ょ
う
き
ょ
う 
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の
翌
年
に
書
か
れ
た
手
紙
で
あ
ろ
う
。
寺
師
は
国
分
に
広
田
出
土
人
骨
の
身
長
に
つ
い
て
尋

ね
た
よ
う
だ
が
、
同
三
十
三
年
一
月
の
寺
師
の
日
記
を
見
る
と
、
前
年
末
に
学
校
医
会
で
鹿

児
島
県
の
学
童
の
体
格
が
全
国
と
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
た
め
、
体
格
と
遺
伝
に
つ
い
て
調
べ

る
よ
う
に
と
の
命
を
受
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
「
本
県
の
上
代
人
の
身
長
」
と
い
う
原
稿
を

書
い
て
い
る
。
質
問
が
そ
れ
と
関
係
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
手
紙
が
書
か
れ
た
の
は
昭
和
三

十
三
年
の
可
能
性
が
高
い
。 

国
分
が
問
題
に
し
て
い
る
磨
製
石
斧
は
、
残
念
な
が
ら
黎
明
館
の
寺
師
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中

に
は
存
在
し
て
い
な
い
。
葬
玉
形
式
の
埋
葬
と
は
、
中
国
の
秦
漢
の
遺
品
に
よ
っ
て
の
み
知

ら
れ
る
飾
玉
の
呪
力
で
遺
体
を
護
ろ
う
と
す
る
思
想
に
よ
る
埋
葬
形
式
で
、
死
者
の
口
に
含

ま
せ
る
含
玉
、
眼
や
鼻
孔
・
耳
孔
を
埋
め
る
瑱
玉
、
両
手
に
握
ら
せ
る
握
、
死
体
を
飾
玉
で

覆
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
国
分
は
、
種
子
島
で
は
玉
の
か
わ
り
に
貝
を
使
っ
た
と
考
え
て

い
た
よ
う
だ
。
国
分
や
金
関
が
、
奄
美
大
島
本
島
出
土
の
磨
製
石
斧
や
広
田
遺
跡
の
貝
製
品

の
埋
葬
状
況
か
ら
何
を
言
お
う
と
し
て
い
た
か
や
、
鹿
児
島
大
学
構
内
出
土
の
鼎
脚
に
つ
い

て
は
筆
者
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
ぜ
ひ
ご
教
授
い
た
だ
き
た
い
。 

 

お
わ
り
に 

 

国
分
直
一
は
、
生
涯
江
南
、
台
湾
、
南
西
諸
島
の
文
化
交
流
の
追
究
に
力
を
注
い
で
い
た
。

考
古
学
・
民
族
学
・
民
俗
学
の
領
域
を
広
く
研
究
し
た
国
分
の
学
問
は
「
国
分
学
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
発
掘
調
査
や
民
族
・
民
俗
調
査
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
ま
た
調
査

地
在
住
の
人
々
と
一
緒
に
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
「
そ
の
郷
土
地
方
の
歴
史
や
生
活
を

考
え
探
り
、
分
析
し
、
そ
の
上
に
我
々
自
身
の
あ
り
方
を
考
え
て
行
く
」
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。今
回
紹
介
し
た
手
紙
が
、国
分
の
学
問
理
解
に
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

注 

 

（ 
 

）
甲
元
真
之
「
国
分
直
一
博
士
略
年
譜
」（
国
分
直
一
博
士
古
稀
記
念
論
集
編
纂
委
員
会

『
日
本
民
族
文
化
と
そ
の
周
辺 

歴
史
・
民
族
篇
』
新
日
本
教
育
図
書
、
一
九
八
〇
年
）。

一
章
に
関
し
て
は
、
他
に
注
を
付
け
な
い
限
り
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
い
る
。 

（ 
 

）
出
口
浩
・
池
畑
耕
一
「
鹿
児
島
県
考
古
学
年
史
」（『
鹿
児
島
考
古
』
第
二
〇
号
、
一

九
八
六
年
）
一
〇
四
～
一
〇
六
頁
。 

（ 
 

）
肥
後
喜
男
「
郷
土
研
究
会
の
誕
生
か
ら
雑
誌
創
刊
迄
」（『
薩
南
民
俗
』
第
一
号
、
一

九
五
二
年
）
六
一
頁
。 

（ 
 

）『
農
林
省
水
産
講
習
所
報
告 

人
文
科
学
篇
』
第
一
号
、
一
九
五
五
年
、
二
頁
。 

（ 
 

）
前
掲
注
４
参
照
の
こ
と
、
四
頁
。 

（ 
 

）
三
友
国
五
郎
・
河
口
貞
徳
・
国
分
直
一
「
薩
南
諸
島
の
考
古
学
的
調
査
―
第
一
報 

種

子
島
北
部
・
屋
久
島
一
湊
に
於
け
る
調
査
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
三
九
巻
一
号
、
一
九

五
三
年
）
。 

（ 
 

）
寺
師
見
国
「
鹿
児
島
県
の
古
鏡
（
特
に
各
神
社
の
鏡
）」（
『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査

報
告
書
』
第
二
輯
、
一
九
五
四
年
）
二
八
頁
。 

（ 
 

）https://www2.jomon_no_mori.jp/kmai_public/kantan_index.html?serc 

 
 
 
 h_type_map 

（ 
 

）
前
掲
注
２
参
照
の
こ
と
、
一
〇
五
頁
。 

（ 
 

）
国
分
直
一
「
種
子
島
の
玉
葬
形
式
の
埋
葬
」
（
『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
七
年
九
月
三

日
）
学
芸
面
。 

（ 
 

）
斎
藤
忠
『
日
本
考
古
学
人
物
事
典
』（
学
生
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
三
八
頁
。 

（ 
 

）
国
分
直
一
「「
薩
南
民
俗
」
を
も
つ
に
当
つ
て
」（
注
３
に
同
じ
）
一
頁
。 

  
 

小
稿
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
、
当
館
主
任
学
芸
専
門
員
の
上
村
俊
洋
氏
に
は
多
く
の
御

助
言
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

 

（
た
け
も
り 

と
も
こ 

学
芸
課
資
料
調
査
編
集
員
） 

（
11
） 

が
ん
ぎ
ょ
く 
て
ん
ぎ
ょ
く 

あ
く 

（
12
） 

（
10
） 

１ ２ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ９ 10 11 12 

-56- 


